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い
わ
ゆ
る
「
入
り
口
規
制
」
の
検
討
を
開
始
す
る
こ
と

は
、
大
げ
さ
に
い
え
ば
新
た
な
時
代
へ
の
転
換
と
い
え

る
。

　
今
年
は
戦
後
七
一
年
目
だ
が
、
こ
れ
ま
で
の
七
〇
年

を
前
・
後
半
に
分
け
る
と
、
建
設
業
界
は
後
半
の
三
五

年
、
さ
ま
ざ
ま
な
劇
的
変
動
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
な

か
で
発
注
行
政
と
建
設
業
界
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
点

の
一
つ
は
、
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
四
月
の
一
般
競

争
入
札
の
本
格
導
入
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
ま

で
主
流
だ
っ
た
指
名
競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争
入
札
へ

転
換
し
た
こ
と
は
、
発
注
者
に
と
っ
て
「
指
名
権
の
放

棄
」
を
、
応
札
す
る
企
業
に
と
っ
て
「
入
り
口
規
制
か

ら
出
口
規
制
へ
の
転
換
」
を
意
味
す
る
。

　
そ
の
時
代
背
景
の
も
と
に
一
般
競
争
入
札
の
導
入
に

踏
み
切
っ
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
自
治
体
を
中
心

と
す
る
発
注
者
は
、
応
札
企
業
の
評
価
能
力
と
技
術
力

の
評
価
能
力
と
い
う
二
つ
の
能
力
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
最
大
の
公
共
発
注
者
で
あ
る
国
土
交

通
省
も
例
外
で
は
な
い
。
地
域
の
建
設
業
が
応
札
す
る

工
事
を
管
轄
す
る
地
方
整
備
局
や
出
先
機
関
は
、
指
名

競
争
入
札
が
主
流
だ
っ
た
時
代
に
行
っ
て
い
た
企
業
の

経
営
力
、
技
術
力
、
手
持
ち
工
事
の
状
況
な
ど
を
評
価

す
る
の
を
や
め
た
。

　
端
的
に
い
え
ば
、
指
名
競
争
入
札
時
代
に
培
っ
た
企

業
に
対
す
る
評
価
能
力
を
「
指
名
権
の
放
棄
」
と
と
も

に
失
っ
た
の
だ
。

も
あ
っ
て
現
在
、
政
策
目
的
の
柱
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
ま
た
、
災
害
へ
の
備
え
に
対
す
る
国
民
と
民
間
企
業

の
関
心
の
高
ま
り
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
と

新
設
整
備
へ
の
理
解
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
実

際
、
昨
年
に
首
都
圏
で
相
次
い
で
実
現
し
た
首
都
高
中

央
環
状
線
全
通
、
圏
央
道
開
通
区
間
延
長
な
ど
に
よ
っ

て
、
生
活
の
利
便
性
向
上
だ
け
で
な
く
、
企
業
の
設
備

投
資
意
欲
を
拡
大
、
加
速
化
さ
せ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
気
候
変
動
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
っ
て

昨
年
、
堤
防
が
破
堤
し
た
鬼
怒
川
の
氾
濫
被
害
も
上
流

ダ
ム
な
ど
の
治
水
効
果
で
被
害
拡
大
を
防
止
す
る
と
い

っ
た
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
ま
た
、
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板
落

下
事
故
に
よ
っ
て
、
老
朽
化
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
更
新
へ

の
取
組
み
必
要
性
へ
の
意
識
が
、
国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
の
ほ
か
、
鉄
道
会
社
や
道
路
会
社
な
ど
に
も
一
気

に
広
が
っ
た
。

　
好
ま
し
い
こ
と
と
は
い
え
な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

　
そ
れ
か
ら
一
〇
年
、
価
格
だ
け
に
よ
る
入
札
に
伴
う

一
般
競
争
入
札
の
弊
害
を
解
消
す
る
た
め
、
総
合
評
価

落
札
方
式
の
導
入
を
柱
と
す
る
公
共
工
事
品
質
確
保
促

進
法
（
品
確
法
）
が
二
〇
〇
五
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保
と
と
も
に
担
い
手

確
保
の
た
め
の
適
正
利
益
の
確
保
を
公
共
発
注
者
に
求

め
る
改
正
品
確
法
が
二
〇
一
四
年
六
月
に
施
行
さ
れ
て

は
じ
め
て
、
よ
う
や
く
「
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る

企
業
の
確
保
」
を
目
的
に
し
た
入
札
契
約
方
式
の
具
体

的
な
議
論
が
始
ま
っ
た
。

　
今
後
、
発
注
者
責
任
懇
で
議
論
さ
れ
る
内
容
の
特
徴

は
、
地
域
精
通
度
や
災
害
発
生
時
の
資
機
材
と
人
員
、

技
術
力
や
経
験
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳

密
な
評
価
に
よ
っ
て
選
び
、
地
域
の
企
業
だ
け
を
「
地

域
密
着
工
事
型
工
事
」
の
入
札
に
参
加
さ
せ
る
、
あ
る

い
は
随
意
契
約
す
る
と
い
う
入
り
口
規
制
の
採
用
だ
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
入
り
口
規
制
は
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を

支
え
る
企
業
を
今
後
も
存
続
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
核
に

な
る
企
業
を
「
一
定
程
度
に
限
定
す
る
」
こ
と
も
前
提

に
議
論
す
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
地
域
の
核
と
な
る
企
業
の
絞
り
込
み
だ
。

　
す
で
に
地
域
の
建
設
業
界
の
一
部
で
は
「
既
存
の
地

元
元
請
が
全
て
生
き
残
る
こ
と
を
前
提
に
は
で
き
な

い
」
な
ど
と
す
る
一
方
、
核
に
な
る
の
は
元
請
だ
け
で

発
注
者
責
任
の
自
覚
が
必
要

害
・
事
故
が
イ
ン
フ
ラ
の
新
設
や
ス
ト
ッ
ク
効
果
へ
の

理
解
促
進
に
つ
な
が
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
災
害
発
生
後
の
応
急
対
応
や

復
旧
の
た
め
の
事
業
に
つ
い
て
入
札
契
約
方
式
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
動
き
が
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
。
国
土
交

通
省
は
三
月
、「
発
注
者
責
任
を
果
た
す
た
め
の
今
後

の
建
設
生
産
・
管
理
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇

談
会
」（
座
長
・
小
澤
一
雅
東
京
大
学
大
学
院
教
授
、
発

注
者
責
任
懇
）
で
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
企
業

を
確
保
す
る
た
め
の
入
札
契
約
方
式
に
つ
い
て
提
起
さ

れ
、
発
注
者
責
任
懇
は
今
後
議
論
を
開
始
す
る
。

　
平
時
と
災
害
時
に
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
の
が

目
的
だ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
小
規
模
な
も
の
が
対
象
に

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
元
に
精
通
し
た
地
域
の
建
設

業
を
想
定
し
て
い
る
が
、
入
札
契
約
制
度
と
し
て
応
札

前
の
企
業
を
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
と
要
件
で
絞
り
込
む
、

浮
上
す
る
入
札
の
入
り
口
規
制

は
な
く
下
請
も
セ
ッ
ト
に
し
て
、
地
域
の
需
要
に
応
え

よ
う
と
す
る
動
き
が
出
始
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
背
景
に
は
「
問
題
は
担
い
手
の
確

保
・
育
成
で
あ
り
、
元
請
の
数
の
維
持
が
目
的
で
は
な

い
。
災
害
時
や
維
持
管
理
の
需
要
に
対
応
で
き
る
企
業

が
存
在
す
れ
ば
、
課
題
だ
っ
た
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
も
解
消

で
き
る
」
と
い
う
地
域
の
建
設
業
界
の
意
識
が
あ
る
。

　
改
正
品
確
法
を
契
機
に
始
ま
っ
た
地
域
の
イ
ン
フ
ラ

を
支
え
る
企
業
確
保
・
育
成
の
た
め
、
次
へ
の
備
え
と

し
て
今
後
議
論
を
開
始
す
る
地
域
密
着
型
工
事
だ
が
、

絞
り
込
む
た
め
の
評
価
項
目
を
含
め
て
、
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

　
技
術
系
職
員
が
少
な
い
ば
か
り
か
、
い
な
い
に
等
し

い
自
治
体
が
、
応
札
企
業
の
総
合
評
価
を
指
名
段
階
で

行
う
「
目
利
き
能
力
」
を
放
棄
し
て
二
〇
年
余
。
発
注

者
責
任
懇
や
国
交
省
が
自
治
体
向
け
の
支
援
を
念
頭
に

置
き
、
地
域
密
着
型
工
事
の
導
入
を
進
め
る
た
め
の
お

膳
立
て
を
し
て
も
、こ
の
間
、「
目
利
き
能
力
」の
重
要
性

を
理
解
す
る
発
注
者
の
職
員
が
激
減
し
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
自
治
体
の
理
解
が
進
む
か
多
分
に
疑
問
だ
。

　
た
だ
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
は
い

う
に
及
ば
ず
、
局
地
的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
災
害
を
含
め
て
、

災
害
対
応
に
全
国
企
業
だ
け
で
な
く
地
域
の
企
業
の
存

在
が
不
可
欠
な
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
今
後
の
建
設
市

場
の
構
造
的
変
化
が
確
実
で
あ
る
以
上
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
次
へ
の
備
え
」
が
建
設
業
界
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
次
へ
の
備
え
」に
備
え
る
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一
粒

も
と
も
と
人
口
減
少
問
題
を
抱
え
て
い
た
岩
手
、
宮
城
、

福
島
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
。
こ
こ
を
中
心
に
広
域
的
で

壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、
い

ま
だ
復
興
途
中
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
提
起
も
突

き
つ
け
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
は
、
一
九
九
五
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

が
神
戸
市
に
大
被
害
が
集
中
し
た
都
市
型
災
害
だ
っ
た

の
と
異
な
り
、
今
回
の
大
震
災
で
は
広
域
に
わ
た
っ
て

大
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
改
め
て
思
い
知
っ
た

こ
と
だ
。

　
そ
の
結
果
、
首
都
直
下
地
震
と
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
被
害
想
定
の
見
直
し
と
、
そ
れ
に
伴
う
防
災
減
災

へ
の
取
組
み
の
意
識
が
一
気
に
高
ま
っ
た
。

　
そ
の
た
め
、
東
日
本
大
震
災
以
前
は
か
け
声
倒
れ
に

も
近
か
っ
た
防
災
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
（
政
策
の
主

流
化
）
は
、
国
民
や
民
間
企
業
の
理
解
が
進
ん
だ
こ
と

大
海
の
一
滴

ひ
と        

し
ず
く

日
本
大
震
災
か
ら
五
年
が
経
過
し
、
復
興
へ
の

取
組
み
も
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
る
。

東


